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「事業内容」

安全対策用車載機器卸
モニター、カメラ、録画機器、ソナー、ミリ波レーダー、AI関連

世界最先端のアイデアとテクノロジーを提供します。



アジェンダ

・AI歩行者検知カメラシステムの紹介 p4~p13

・AI巻込み事故防止カメラシステムの紹介 p14~p18

・AIマンホール検知カメラシステムの紹介 p19~p20

・録画機器MDVRの紹介 p21~p22

・まとめ p23



AI歩行者検知カメラシステム



（Artificial Intelligence）
人工知能

人口知能内蔵カメラ

車載カメラ

カメラが人と物を見極め、人のみを検知します

+



140°

AI歩行者検知カメラ
WTJ-A32



検知カメラの選定ポイント
①カメラに映る人全てを検知してしまうと・・・遠方にいる人迄検知して警告音が鳴りっぱなしになる。
↓
オペレーターへの注意喚起が薄れてしまう。

②複数台カメラを利用する場合、カメラ毎に人を検知する範囲を自由に設定出来ないと不便。
↓
前後左右、カメラを取付する位置によって検知エリアは違います。

③重機から人迄の距離が至近距離なのか、中距離なのか、把握したい。
↓
距離によって警告音が変化する方が良い。

※検知範囲の設定が重要です



AI内蔵カメラが人と物を区別して人のみを検知した時にモニターから警告音を発して
危険をお知らせします。また専用警報器で車両周囲にも警告します。

警報器

AI内蔵カメラ

検知エリア

専用防水警報器

モニター

専用警報器（音量調節可）

WIFIモジュール、スマートフォンを使って
検知範囲の設定等が可能です。



★用途別のモニターと小型AIカメラで、且つ別ユニット等が必要ない為、
様々な重機、建機、トラックに設置可能です。

スプレッダー大型
フォークリフト

フォークリフト ホイールローダー パワーショベル トラック

大型ダンプカー 除雪車

カメラが
小さいから

設置が簡単
シンプル



（車両に合わせてお選び頂けます）

モニター天吊りブラケット モニターオンダッシュブラケット 8pinカメラ延長ケーブル
5m 10m 15m 20mから選択

選択

専用警報器（音量調節可）WIFIモジュール

※モニターは他にもご用意しております。
※全て10V～32V対応です。
※防水版はIP66です。

専用防水警報器

WTJBK WTJBC WTJ575 WTJKH WTJ5898pin※m

（歩行者検知）

AI歩行者検知カメラシステムセット内容

WTJA32







RS232/TX

GND線(黒色）

パワー線(赤色)

モニター

USB

＋－

検知範囲他設定をスマホでしますWIFIモジュール

WTJA32：AI歩行者検知カメラ

スマートフォン

カメラ延長ケーブル
（5m 10m 15m 20m 選択）

モニタートリガー線
（茶色白色青色緑色）

8pinメス8pinオス8pinメス8pinオス4pinメス4pinオス

CAM1

CAM2

CAM3

CAM4

RS232/RX

WTJ589：専用警報器

RS232/TXRS232/RX

×

WTJKH：警報器

AI歩行者検知カメラシステム接続例
WTJ140モニターx1台 WTJA32AIカメラx1台防水警報器x1台

×

アラーム線

パワー線(赤色)

GND線(黒色）

アラームケーブル

WIFIモジュールケーブル



AI巻込み事故防止カメラシステム



（国土交通省文書より抜粋）





WTJA38

WTJA38ダウンビューカメラ特徴と仕様



車両の高位置にWTJA38カメラを設置し自転車や歩行者を検知します。
↓
モニターから警告音を出し運転手に危険をお知らせします。



AIマンホール検知カメラシステム



140°



録画機器MDVRの紹介



防水MDVR：WTJ426

※屋内用MDVRには最大128GBのSDカードが4枚挿入可能です。
※最大約10日間映像が残ります。
※通信させる場合は別途SIMカードの契約が必須です。

MDVR：WTJ455

※事故分析には録画機器が必要です。

録画機器MDVRを接続すれば映像記録も可能です。



「AI歩行者検知カメラシステム」
・AIカメラが人のみを検知してモニターから警告音を出すことにより危険を知らせ人身事故を防ぎます。
・カメラとモニターのシンプル設置です。別ユニットは必要ありません。
・重機用の専用警報器もあります。車両周囲にも警告出来ます。
・モニターは車両に合わせてお選び頂けます。
・カメラケーブルも車両に合わせてお好きな長さをお選び頂けます。
・MDVRと組み合わせれば録画も可能です。

「AI巻込み事故防止カメラシステム」
・車両総重量8トンを超える大型車は側方衝突警報装置の装着が義務化されます。

「AIマンホール検知カメラシステム」
・マンホールだけを検知しオペレーターに警告音を出すシステムです。マンホールの切削ミスを防ぎます。

「録画機器MDVR」
・長時間録画可能な記録装置です。万が一の事故分析が可能になります。

まとめ

製品に関するお問い合わせ
株式会社ウィンズ・テクノロジー・ジャパン
住所：千葉県八千代市ゆりのき台1-2-5 セントラルビル308
電話：047-455-3200
E-mail：info@winds-tech.com


